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１.  本研究の趣旨と調査の概要 



































１-２  調査の概要 
 外田ら2の調査の概要は，以下のとおりである。 
1. 対象文字    小学校学習指導要領・学年別漢字配当表の1006字 
2. 対象者     中学1年生 201人 (男子93人，女子108人) 
3. 実施時期    平成10年8月 
4. 調査方法 








図 1 調査用紙のイメージ 
表 1 データ数の集計 
字種数   1,006字種
被験者数  201人 
 性別   
 男子 93人 
  女子 108人 
 利き手   
 右 190人 














ところに「受」を書くなど)，また筆順を判別することが不能な場合の計 11,602 字分を除く，190,604 字分が有
効データとなる。この有効データのうち，「筆順指導の手びき」と筆順が異なるデータが22,025字分となった。
この22,025字分の筆順データについて，次章に述べる方法でデータベース化した。ただし，このデータには，字






２.  筆順データの取り扱い方 



























２-２  データの入力方法 












図 2 点画の方向 
 






















































図 4 データ入力用ソフトウェアの例 
図 5 データベース操作用ソフトウェアの例 
 
表 2 筆順パターン数(含:手びき) 
合計 3558  
個数 1006  
平均 3.54  
標準偏差 3.44  
最大 28  






241 字種である。最も多い字種は「臓」の 28 パターンで，以下，「奮」25・「蔵」24・「推」23・「雑」23・「確」
22・「武」21・「歯」21・「義」21・「護」21・「飛」20パターンと続く。これらの字種は，「武」の8画，「飛」の9
画を除けば，10 画から 20 画と画数が大きく，画数との関係が予想される。また，部分形として「隹」が含まれ
る字種が 5字種含まれることから，部分形との関係が予想される。さらに，「歯」が 3年生，「飛」が 4年生で配
当されているのを除けば，5-6年生に配当されている字種である。 
 












































表 3 パターン数と各種相関 
  パターン数 学年 画数 異なり率 
理論上
種類数 
パターン数 1.00      
学年 0.19 1.00     
画数 0.34 0.36 1.00    
異なり率 0.57 0.20 0.18 1.00   





４.  部分形の筆順パターンと傾向 
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